
麻生中学校だより /第５号 Ｒ５年９月６日 目指す生徒の姿
「進んで考え 判断し
思いやりと勇気をもって挑戦する」

住所：行方市南327の３
電話：0299－80ー8070／FAX：0299ー77ー0840

◆ ２学期も「挑戦」する ◆
失敗を恐れずに、２学期も「挑戦」していこう。大きな挑戦も大事ですが、小さな

挑戦を継続することも大切です。
例えば、いつも遅刻をしてしまう人が、10分早く登校することも、挑戦といえます。

挑戦したものの、うまくいかずに、また遅刻をしてしまうかもしれません。ここで、
あきらめてはいけません。挑戦には失敗は付きものだからです。失敗しても、あきら
めずに挑戦することが大切です。
10分前に登校すると、自分の知らない世界をみることができます。やればできると

いう自信にもつながります。時間を守ることができれば、周りの人から信頼もされま
す。
これまでの自分自信を振り返り、２学期に挑戦することを決めて、自分の力を高め

ていきましょう。

◆ 授業をつくろう ◆
学校生活の75％は授業です。授業を大切にすれば、授業が分かるようになり、学校

が楽しくなります。友達関係もよくなります。
授業に受け身で参加するのではなく、先生と共に「できた、わかった、もっとやり

たい」と実感できる授業をつくっていきましょう。
授業で大切にしたいことは、３つあります。
①「自分で考えること」
②「友達の考えたことや先生の答えやまとめを、いつももらってばかりいては、だ
めだということ」

③「自分の考えをもとにして、みんなの意見を出し合い、修正していく、そんな積
極的な態度で臨むこと」

ぜひ、２学期は、皆さん一人一人の考えや意見が飛び交い、自分達で答えやまとめ
を導きだせるような積極的な授業をつくっていきましょう。
また、12月から３学期にかけて、３年生は入学試験、１、２生は学力診断のための

テストがあります。それまでには、定期試験もあります。試験についても、受け身に
なることなく、自分の強みや弱点を知り、計画、実践し、自分の力を高めていくこと
が大切です。試験にも逃げることなく、挑戦していきましょう。

◆ ２学期、先生方も挑戦します ◆
９月４日から、先生方と面談をしています。面談では、先生方が今後挑戦すること

について、熱く語ってくれています。
「自分の考えを友達に説明したり、発表したりできる生徒を増やしたい」「生徒を

理解するために、相談の機会を増やしたい」「書く力を身に付けさせたい」など自分
自身の指導力を磨くために、そして、皆さんの力を高めるために、先生方が挑戦する
ことを確認しています。
２学期は、生徒も先生も、目標に向かって挑戦し続けます。


